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致したもの67例中27例，薬剤投与後 2 日より 3 カ月間平均13.5 日の長期観察では合致したもの
70例中46例であった。長期観察の成績は短期に比べ臨床知見との符合は高いが，なおかなり多
数例に矛盾した傾向を認めた。
2. dose response curve 法

















ける主な利尿刻の該勾配の値は acetazoleamide-O. 2022土 O. 1072, hydrochlorothiazide-O. 4233 
土0.1796， meralluride-0.7175士0.2073， acetothiazide-0.8678 土 O. 2488, cyc10penthiazide 









2) 利尿直線勾配より得た index は個体差，投与量によって大きな影響をうけず， 従来の臨床
知見による各薬剤のカリウム出納に及ぼす効果ともよく一致した。また投与量，個体差 l乙属す
る要素，アノレドステロン活性，カリウムの腎排池量などの影響がほとんど無視しうる程度であ













の点では不充分であり，ステロイドの電解質作用の bioassay に用いられる尿 K/Na 比にも実
施困難な条件が要求される。
ところでヒトにおける利尿剤投与後の尿 K/Na 比とナトリウム排池量のそれぞれの対数値は
直線関係(利尿直線)となる。乙の勾配は理論上尿ナトリウム排世量の影響を較正したカリウム
排池の index と考えられるので，これに対する個体差，投与量，食餌条件，浮腫の有無などの
影響を検討したが，これらの因子はもとより利尿剤の諸種の作用特性にも関係なく，利尿直線の
勾配によって利尿剤のカリウム出納への効果を定量的に表示し得ることを立証した。またその結
果は従来の臨床経験上のそれとよく一致した。
利尿直線は当科の研究室によって見出され，従来アノレドステロン効果の臨床的な判定および難
治浮腫の因子の解析に当り有用な手がかりとなることが証明されているが，今回の研究は利尿剤
のカリウム出納への効果を定量的かっ充分な再現性をもって表示する新らしい方法を開発したも
ので，臨床的応用価値を一層拡大したものと評価される。
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